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本市では、成田空港隣接地としての独自性を高めながら、外国人市民を含め、 

全ての市民にとって、住み良い豊かな地域社会をつくるため、令和４年３月に策定しまし

た富里市総合計画において「外国にルーツを持つ市民も、共に助け合い暮らすことのでき

る地域づくり」を施策に掲げ、「多文化共生のまちづくり」に取り組んでまいりました。 

 

 本市で暮らす外国人市民は、新型コロナウイルス感染症による入国制限の影響から一時

は減少したものの、令和６年１月末現在、３,５４１人の外国人市民が暮らしています。総

人口に占める外国人比率は７．１３パーセントとなっており、国籍や在留資格の構成も多

様化してきております。 

 

新たな在留資格の創設、デジタル化の進展など、社会情勢の変化やこれまでの取組を踏

まえ、外国人市民を支援することはもちろんのこと、地域の一員として社会参画を促し、

地域の活性化につなげていく観点を取り入れ、幅広い分野における多文化共生社会の実現

に向けた基本的な考え方や施策を示した「富里市多文化共生推進プラン」を策定いたしま

した。 

 

 本プランの基本理念である「互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せ

に暮らせる富里」を実現するためには、市民の皆様や地縁による団体、市民活動団体、事

業者、また、成田警察署をはじめとする関係機関などと連携を図りながら、推進していく

ことが重要となりますので、今後とも、皆様の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 

 結びに、本プランの策定に当たり、貴重な意見をいただきました富里市協働のまちづく

り推進委員会の皆様、アンケート調査やヒアリング調査等に御協力いただきました多くの

皆様に心から御礼申し上げます。 

 

 令和６年３月 

富里市長 五十嵐 博 文 

多文化共生社会の実現を目指して 
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第 1 節 プラン策定の背景・趣旨                                       
 

日本における令和４年１２月末現在の在留外国人は、３０７万５,２１３人で、日本の総

人口１億２,４９５万人（令和４年１０月１日現在人口推計（総務省統計局））の２．４６

パーセントを占めています。 

 

国においては、平成２年の「出入国管理及び難民認定法（入管法）」の改正により、在留

資格「定住者」が創設され、外国人の増加・多国籍化など、地域の多様化が進んでいます。

さらに、深刻化する人手不足への対応として、生産性の向上や国内人材の確保のための取

組を行ってもなお人材を確保することが困難な状況にある産業の分野に限り、一定の専門

性・技能を有し即戦力となる外国人を受け入れるものとして、平成３１年４月に、在留資

格「特定技能」が創設され、外国人材の更なる受入れが進められています。令和２年９月

に、多様性・包摂性のある社会実現の動き、デジタル化の進展、気象災害の激甚化といっ

た社会情勢の変化を踏まえ、「地域における多文化共生推進プラン」が改訂され、「コ 

ミュニケーション支援」、「生活支援」、「意識啓発と社会参画支援」、「地域活性化の推進や

グローバル化への対応」の４つの施策を推し進めるとし、地域における多文化共生の推進

に新たな方向性が示されました。 

  

千葉県においては、多文化共生社会の実現に向け、令和２年３月に「言語・文化・習慣

の異なる外国人県民と日本人県民が、共に地域社会の一員として助け合い、安心して暮ら

し働き、活躍することのできる県づくり」を基本目標とし、「千葉県多文化共生推進プラン」

を策定しました。 

  

本市においても、出入国在留管理庁が公表している「在留外国人統計」では、平成２４

年１２月末に１,５３１人であった外国人市民は、令和４年１２月末では２,９６３人に増

加しています。この公表結果を基に千葉県が作成している統計では、本市は令和４年１２

月末の外国人比率は、６．０２パーセントで、千葉県内第１位となっています。また、令

和６年１月末現在では、外国人市民は、３,５４１人となり、総人口に占める外国人比率は、

７．１３パーセントにまで上昇しており、外国人も含めた市民全員が、地域の一員として

安心して暮らせる環境づくりが更に重要となっています。 

 

このような状況を踏まえ、本市では「外国人支援窓口」の充実を図り、多言語音声翻訳

機器の導入、市公式ホームページにおける翻訳言語の拡充などの行政サービスの向上、多

文化共生理解の促進に向けた取組のほか、市民活動団体が実施している日本語教室を支援

してきました。外国人市民と日本人市民が互いの文化・習慣等を理解・尊重し、地域の一

員として共に生活できる多文化共生社会を実現するため「富里市多文化共生推進プラン」

を策定します。 
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第２節 プランの位置付け                                       
 

本プランは、「富里市総合計画」を上位計画として、総合計画に掲げた「外国にルーツを

持つ市民も、共に助け合い暮らすことのできる地域づくり」を推進するための個別計画と

して位置付けます。 

 また、外国人比率が高い本市の「多様性」を生かし、誰もが社会参画できる機会を持ち

活躍できる「包摂性」のある社会の実現に向けた「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の取

組の推進につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富里市総合計画  

国「地域における多文化共生推進プラン」  

千葉県「千葉県多文化共生推進プラン」  

富 里 市 多 文 化 共 生 推 進 プ ラ ン  

各
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第３節 プランの計画期間                                       
 

本プランの計画期間は、富里市総合計画における前期基本計画の計画期間との整合を図

り、令和６年度から令和８年度までの３年間とします。 

ただし、社会経済情勢等の変化により、必要に応じてプランの見直しを行います。 

 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度 令和13年度 

富里市総合計画 基本構想 （令和４年度～令和１３年度） 

前期基本計画 後期基本計画 

多文化共生推進プラン 次期多文化共生推進プラン 
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住民基本台帳に基づく外国人人口と総人口に占める割合の推移

男 女 合計 割合

人

第１節 富里市における外国人市民の状況                                       
 

（１）外国人人口数・総人口に占める外国人比率 

 本市の総人口は、令和６年１月末現在、４９,６３９人となっており、このうち外国人人

口は３,５４１人で、総人口に占める外国人比率は７．１３パーセントです。 

 外国人人口は、年々増加しており、令和３年には世界的に感染が広がった新型コロナウ

イルス感染症により一時期減少が見られましたが、令和６年１月には３,５４１人までに

も上り過去最多となり、今後も増加していくことが見込まれます。 

 千葉県が公表した統計調査結果においては、令和４年１２月末現在、本市の外国人比率

は６．０２パーセントとなっており、県内１位の高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県内における外国人比率（令和４年１２月末現在） 

順位 市町村名 比率 

１位 富里市 ６．０２％ 

２位 成田市 ５．２６％ 

３位 八街市 ４．８８％ 

４位 銚子市 ４．６３％ 

５位 芝山町 ４．１１％ 

６位 多古町 ３．７７％ 

７位 酒々井町 ３．６８％ 

８位 松戸市 ３．６６％ 

９位 市川市 ３．６２％ 

10位 山武市 ３．６１％ 資料：千葉県 

資料：住民基本台帳

人口 
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国籍(地域）別の外国人人口割合

資料：住民基本台帳

永住者

24%

定住者

11%

技能実習１号ロ

11%

技術・人文知識・国際業務

10%

家族滞在

8%

特定技能１号

7%

日本人の配偶者等

6%

留学

6%

技能実習２号ロ

5%

その他

13%

在留資格別人口構成

（２）国籍別外国人数 

令和６年１月末現在、本市で暮らす外国人の国籍は、フィリピンが最も多く、外国人人

口の約１９パーセントを占めており、ベトナム、スリランカ、中国、タイなど、多くのア

ジア圏の人々が暮らしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）在留資格別外国人数 

 令和６年１月末現在、在留資格別で外国人数を見ると、永住者と定住者で約３５パーセ

ントを占めており、日本で長く生活している人が多いことが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：住民基本台帳 
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富里小学校区

26%

日吉台小学校区

21%

富里南小学校区

20%

七栄小学校区

17%

富里第一小学校区

7%

根木名小学校区

6%

浩養小学校区

3%

小学校区別外国人人口割合

833人
226人

652人

541人

200人

100人

（４）小学校区別外国人数 

 令和５年８月末現在で、本市の外国人数３,２４６人を小学校区別で見ると、富里小学校

区が最も多く、七栄地区（富里小学校・七栄小学校）に１,３７４人おり、約４３パーセン

トの方が居住しています。また、日吉台小学校区、富里南小学校区も２０パーセント程度

と高い割合となっています。 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）小学校区別国籍上位５位 

 各小学校区に、在住する上位５位の国籍は、次のとおりです。 

小学校区名 第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 

富 里 小 学 校 区 フィリピン ベトナム 中国 タイ スリランカ 

富里第一小学校区 フィリピン スリランカ 中国 ベトナム パキスタン 

富里南小学校区 スリランカ ベトナム フィリピン タイ インドネシア 

浩 養 小 学 校 区 ベトナム タイ スリランカ 
韓国 

アフガニスタン 
フィリピン 

日吉台小学校区 ネパール 韓国 ベトナム 中国 フィリピン 

根木名小学校区 フィリピン スリランカ 中国 タイ 
ベトナム 

韓国 

七 栄 小 学 校 区 フィリピン ベトナム ブラジル タイ 中国 

694 人 

資料：住民基本台帳 

資料：住民基本台帳 
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外国人児童・生徒数の推移

児童 生徒

（６）外国人児童・生徒の推移 

市内の小・中学校には、多くの外国人児童・生徒が在籍しており、年々増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：学校基本調査 各年度５月１日現在 

 

（７）外国人支援窓口の利用状況 

令和５年度より、外国人支援窓口の開設日時等を拡大し、外国人市民のサポートを行っ

ています。令和５年４月１日から令和６年１月３１日までの利用件数は５７０件で、前年

度同時期の約８倍増となっています。 

 

（８）外国人支援窓口の相談内容上位５位 

順位 相談内容 件数 

１位 マイナンバーカードについて ７７件 

２位 住民登録・住民票について ７６件 

３位 日本語学習について ６３件 

４位 税金について ４３件 

５位 健康保険について ３９件 

 
 

区  分 令和５年度 令和４年度 

開設日数 ２０４日 ８０日 

利用件数 ５７０件 ６６件 

１日当たりの利用件数 ２．８件 ０．８件 

（単位：人） 
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第２節 アンケート調査結果等の概要                       
 

（１）各種アンケート調査等の概要 

 

① 各種アンケート調査等の趣旨 

 

「富里市多文化共生推進プラン」の策定に当たり、外国人市民を始め、地域住民、若い

世代、事業者などを対象に、アンケート調査及びヒアリング調査を実施しました。 

 多文化共生のまちづくりの実現に、どのようなことを実施すべきかなど、現状やニーズ

を把握し、プラン策定の基礎資料としています。 

 

②  調査対象者 

 

外国人市民、行政パートナー、高校生、外国人技能実習生を受け入れている農家、外国

人技能実習生、外国人を支援している市民活動団体、外国人従業員を雇用している事業者 

 

③ 調査期間 

 

令和３年１１月から令和６年１月まで 

 

④ 調査方法 

 

アンケート調査票を直接配付により、直接・２次元コードにより回収及びヒアリング調

査を実施 
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病気になったとき
育児や子どもの教育
災害・緊急時の対応

仕事探し
住まい探し

文化や習慣の違い
母国語の表示が少ない

日本語の理解
言葉の伝達

0

15

3

2

2

4

3

1

13

5

6

5

6

9

11

36

33

0 5 10 15 20 25 30 35 40

無回答

特にない

その他

自分や家族の健康

地域や職場でのつきあい

公共施設の利用の仕方

市役所窓口で外国語が伝わらない

ゴミの出し方

病気になったとき

育児や子どもの教育

災害・緊急時の対応

仕事探し

住まい探し

文化や習慣の違い

母国語の表示が少ない

日本語の理解

言葉の伝達

（２）各種アンケート調査結果等の概要 

 

① 富里市での生活で困っていることや心配なことについて 

  【外国人市民調査 第１次調査：令和３年１１月～令和４年７月実施、第２次調査： 

令和５年９月～１１月実施】 

第１次調査及び第２次調査においても、「言葉の伝達」、「日本語の理解」が多く挙げられ

ており、「言葉」に関わる困りごとや心配ごとが多いことが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「富里市での生活で困っていることや心配なことについて」(第１次調査） 

「富里市での生活で困っていることや心配なことについて」（第２次調査） 

（単位：人） 

（単位：人） 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

②  地域に住んでいる外国人市民に関することで困っていることなどについて 

 【行政パートナーアンケート調査 令和５年９月～１０月実施】 

  「ゴミの出し方」が一番多く挙げられており、次に「特にない」、「日本語が伝わらな

い」と続くことから、地域のルールを分かるように伝え、知ってもらうことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 地域や学校などに外国人が増えることで、社会にどのような影響があると思うか。 

 【高校生アンケート調査 令和５年１０月～１１月実施】 

  若者世代は、「外国の言葉や文化に触れる機会が増える」、「社会に多様性が生まれる」、

「人手不足を解消できる」など、外国人の受入れに対し、プラスのイメージを持ってい

ることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

4

23

8

13

15

21

17

24

0 5 10 15 20 25 30

無回答

その他

特にない

区・自治会費の支払いトラブル

駐車・駐輪

区・自治会の活動へ参加しない

日本語が伝わらない

騒音

ゴミの出し方

外国人市民に関する意見等

0

2

17

27

39

51

66

76

148

194

無回答

その他

影響はない

地域経済が活性化する

地域活動や助け合いが活発になる

ユニバーサルデザイン化が進む

住環境や治安が悪くなるおそれがある

人手不足を解消できる

社会に多様性が生まれる

外国の言葉や文化に触れる機会が増える

0 50 100 150 200 250

社会への影響
（単位：人） 

（単位：人） 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

④ ヒアリング調査結果の概要 

〇外国人技能実習生を受け入れている農家、外国人技能実習生 

  【農家及び外国人技能実習生ヒアリング調査 令和５年９月～１０月実施】 

本市の基幹産業である農業の分野においては、高齢化や担い手不足の問題もある

中、外国人技能実習生を受け入れている農家から、技能実習生たちが誠実に取り組

んでくれていることで助けになっているとの声が聞かれました。 

受け入れている農家と外国人技能実習生の困りごととして「言葉の壁」が挙げら

れましたが、スマートフォンの翻訳機能を活用し対応しているとのことでした。ま

た、日頃から、互いの文化を紹介し合うなどして、コミュニケーションを図ってい

るというケースも見られました。 

 

〇外国人市民等を支援している市民活動団体 

  【市民活動団体ヒアリング調査 令和５年１２月実施】 

外国人向けに日本語教室を開催している団体では、仕事が見つかると参加しなく

なるため、参加者が定着しないなどの課題が挙げられたほか、日本語を書くことが

できても読むことができないケースもあり、参加者のニーズに合わせ対応している

とのことでした。 

 

外国人市民の児童・生徒を中心に日本語支援を行うため、学校現場にも出向き活

動している団体からは、様々な日本の制度が母国の制度と異なることを知らない外

国人市民の保護者も多いとの声が聞かれました。また、日本語で書かれた学校から

の通知文書などを、まず英語に翻訳し、その後、各母国語に翻訳して渡したり、進

路相談なども含め、困っていることの相談に応じるなどの支援を行っているとのこ

とでした。 

 

〇外国人従業員を受け入れている事業者 

【事業者ヒアリング調査 令和６年１月実施】 

担い手不足から外国人従業員を様々な形態で受入れ、宗教的な配慮を行い、自主

的に参加できる日本語の勉強会などを開催するなどの支援を行っているとのこと

でした。 

 

⑤ 「外国人市民が、暮らしやすい富里市となるために必要なこと」 

【各種アンケート・ヒアリング調査】 

外国人市民が暮らしやすい富里市になるために必要なこととして、「外国人市民に対

する支援」と回答した割合が一番高く、続いて「日本語や日本文化を学ぶ機会の充実」
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

10

25

86

45

59

117

62

114

122

0 20 40 60 80 100 120 140

無回答

その他

外国人市民と日本人市民との交流の場

日本人市民の外国語学習支援

日本人市民の異文化理解

日本語や日本の文化を学ぶ機会の充実

外国人市民のまちづくりへの参加

外国語の案内表示を増やす

外国人市民に対する支援体制の充実

外国人市民も暮らしやすい富里市になるために必要なこと

の順となっています。外国人市民と日本人市民の双方が、外国人市民への支援とともに、

語学や文化など、日本について学ぶ機会の必要性を感じていることが分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：人） 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 プランの基本的な考え方 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

第１節 基本理念                                       
 

本プランにおいては、外国人市民と日本人市民が互いの文化・習慣等を理解・尊重し、

地域の一員として共に生活できる多文化共生社会の実現を目指し、「互いの文化・習慣等を

理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里」を基本理念として掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 基本方針                                       
 

基本理念の実現を目指すためには、まちづくりの主体である市民、地縁による団体、市

民活動団体、事業者、市等が共に連携し、推進していくことが大切です。 

次の３つの基本方針を設定し、互いに社会的役割、組織の強み、特性を生かした協力体

制のもと、施策を推進します。 

 

（１）基本方針１ 「外国人市民へのコミュニケーション支援」 

 

外国人市民が地域の一員として生活していく上で、言葉の壁なくコミュニケーションが

図れるようにしていく必要があることから、やさしい日本語とスマートフォンのアプリな

どのＩＣＴツールの活用を推進するとともに、「外国人支援窓口」の充実を図り、やさしい

日本語や多言語による行政・生活情報の提供を推進するほか、外国人市民の日本語学習機

会の拡充を図ります。 

 

 

（２）基本方針２ 「外国人市民への生活支援」 

 

関係機関と連携を図り、教育、就労、医療・保健サービス、子ども・子育て及び福祉 

サービスについての情報を分かりやすい形で提供するとともに、防災・安全対策等への意

識啓発と合わせ、全ての市民が安心して過ごせるまちづくりを推進します。 

 

 

互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い 

全ての市民が幸せに暮らせる富里 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

（３）基本方針３ 「多文化共生の地域づくり」 

 

外国人市民と日本人市民が互いの人権を尊重し合い、それぞれの文化について理解を深

める機会の充実を図るとともに、多様性と包摂性のある社会の実現を目指し、地域社会や

コミュニティ等において必要となる人の交流やつながり、助け合いが充実する環境を整え

ることにより、外国人市民と日本人市民が協働し、活躍できるまちづくりを推進します。 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

第３節 施策の体系                                       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針 
 

施策の方向 

＜基本方針１＞ 

外国人市民へのコミュニケーション支援 

 

①行政・生活情報のやさしい日本語・多 

 言語化、相談体制の整備 

②日本語教育の推進 

③生活オリエンテーションの実施 

 

＜基本方針２＞ 

外国人市民への生活支援 

 

①教育機会の充実 

②働きやすい労働環境づくり 

③医療（感染症対応を含む）・保健サー 

ビスの提供 

④子ども・子育て及び福祉サービスの提供 

⑤防災・安全対策等への意識啓発と全て 

の市民が安心して過ごせるまちづくり 

の推進 

 

＜基本方針３＞ 

多文化共生の地域づくり 

 

①多文化共生の意識啓発・醸成 

②外国人市民の社会参画支援 

③外国人市民との連携・協働による地域 

活性化の推進 

 

 

 

基本理念 

互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い 

全ての市民が幸せに暮らせる富里 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 施策の方向 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

基本方針１ 外国人市民へのコミュニケーション支援                                       
 

外国人市民の国籍が多様化する中、行政・生活情報を多言語で対応しているものは、市

公式ホームページや一部の行政窓口における様式など、ごくわずかであり、行政から届く

文書も、一部を除いては、日本語のみの通知となっています。   

 

外国人支援窓口は、令和５年４月から、開設日時を拡大し、外国籍を有する職員などを

配置し、母国語での相談を可能としたほか、３０言語に対応可能な多言語音声翻訳機器も

配置し、外国人市民からの相談を受けています。 

 

しかしながら、各種アンケート調査結果からは、市公式ホームページが多言語で閲覧で

きることを知っている・利用している人や外国人支援窓口を知っている人が少ない現状に

あります。 

 

また、各種アンケート調査結果において、「知りたい情報」については、「日本語学習」

と回答している人が多く、外国人支援窓口においても「日本語学習」についての相談が上

位に挙がっています。 

 

外国人市民が安心して暮らせるように、必要な情報を入手でき、スムーズに行政手続が

できる環境を整え、適切な情報の提供や相談体制を整備し、生活の基盤づくりの支援を行

うとともに、日本語を学習する機会を市民活動団体等と連携しながら提供し、外国人市民

が日本語をコミュニケーションツールとして活用し、地域の一員として心豊かに暮らせる

よう推進していきます。 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

施策の方向① 行政・生活情報のやさしい日本語・多言語化、相談体制の整備 

必要となる取組 取組の内容 取組主体 

行政情報・申請書類等の

やさしい日本語・多言語

化の充実 

市公式ホームページ、ＳＮＳ等や出版物、市

が発する通知文、生活情報、防災情報、イベ

ント情報等のやさしい日本語・多言語化 

各課 

行政窓口における申請書類等のやさしい日

本語・多言語化 
関係各課 

市役所庁舎内・各公共施設の案内等をやさ

しい日本語・多言語・ユニバーサル化 
関係各課 

やさしい日本語の促進と

啓発 

行政窓口でのやさしい日本語による対応 各課 

やさしい日本語セミナーの開催 市民活動推進課 

やさしい日本語の職員研修の実施 
総務課 

市民活動推進課 

相談窓口の充実 

ウエルカムデスク機能を有する外国人支援

窓口の充実 
市民活動推進課 

外国人向け案内情報コーナーの設置 市民活動推進課 

多言語音声翻訳機器などの翻訳機器の活用 
関係各課 

市民活動推進課 

三者間通話の活用 

（※国実施事業）  

関係各課 

市民活動推進課 

 

 

施策の方向② 日本語教育の推進 

必要となる取組 取組の内容 取組主体 

日本語の習得支援 

市民活動団体による日本語教室の開催 市民活動団体 

市民活動団体が実施する日本語教室の支援 
市民活動推進課 

学校教育課 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

民間事業者と連携し、夜間・休日の日本語教

室の開催 
市民活動推進課 

日本語学習の支援を行うボランティアの育

成 

市民活動推進課 

市民活動団体 

日本語教室の案内・日本語学習のオンライ

ン学習の情報提供 
市民活動推進課 

幼稚園等における日本語指導 子育て支援課 

日本語指導教員、通訳者・指導協力者を配置

し、学校における外国人児童・生徒等の受入

体制を整備 

学校教育課 

日本語指導教員への日本語指導研修の実施 学校教育課 

 

 

施策の方向③ 生活オリエンテーションの実施 

必要となる取組 取組の内容 取組主体 

生活するためのマナー、 

ルールを学ぶ機会の提供 

ごみの出し方や分別収集日程表の多言語化

（多言語動画の制作を含む） 

環境課 

地縁による団体 

日本語や日本文化が分からない外国人児

童・生徒・保護者等を対象に、スムーズに学

校生活になじめるよう、初期指導教室の設

置を検討 

学校教育課 

交通ルールを始めとする法律や地域のルー

ルを学ぶ機会を関係機関と連携して提供 

市民活動推進課 

地縁による団体 

出入国在留管理局 

警察署 

生活オリエンテーションやセミナーの実施 
関係各課 

市民活動推進課 

ウエルカムデスク機能を有する外国人支援

窓口の充実 【再掲】 
市民活動推進課 

 



 

   - 23 - 

 

～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

基本方針２ 外国人市民への生活支援                                     
 

外国人市民が増加する中、その子どもたちも多く暮らしており、保育園・こども園・幼

稚園を始め、学校現場において、言葉の壁や母国と日本の制度の違い、文化の違いなどに

より、保護者の理解や意思の疎通に苦慮している現状があります。 

各種アンケート調査結果から、外国人市民の子どもの進路について、中学校卒業後は、

日本の高校への進学を希望する保護者が多い反面、日本語指導が必要な子どもたちへの日

本語学習支援や進路相談にも対応している市民活動団体からは、学校現場では外国人児童・

生徒・保護者等の対応をする日本語指導教員等が不足し、支援が行き届かず、子どもたち

の母国語と日本語のレベルが年齢相応に達していないダブルリミテッドを懸念する声や、

学童保育の現場からも、子どもたちへの学習支援を必要とする声があり、児童・生徒に対

する日本語教育の充実を始め、教育に関する対応が求められています。 

 

外国人市民が日本人市民と対等な地域社会を構成する一員として、地域社会に参画して

いくためには生活の安定が不可欠です。外国人市民が安定した就労機会等を得られるよう、

ハローワークを始めとする関係機関と連携した取組を行うとともに、事業者等における外

国人従業員等に対する日本語学習支援や日本の社会・文化の理解促進の取組への協力・支

援が必要です。 

 

医療や福祉の面においては、予防接種や健康診断が円滑に実施できるように、多言語版

の予診票で案内するなどの対応を行っていますが、医療や保健、健康保険、年金、福祉な

ど、生活に関わる各種制度等について、外国人市民も日本人市民と同様に、行政・その他

生活上必要なサービスを適正に受けられるよう、やさしい日本語・多言語化を進め、簡単

に必要な情報を得られるようにＳＮＳ等を活用し情報提供していく必要があります。 

 

防災・安全対策等については、各種アンケート結果において、避難場所を「知らない」

と回答した割合が半数以上に上っています。大地震などを体験したことがない外国人市民

も多いことから、外国人市民の命と財産を守るため、防災に関する情報の多言語化や地域

で開催される防災訓練などへの参加を促し、避難所を周知し、防災意識の向上に努める必

要があります。 

 

また、交通ルールを始め、法令が母国と日本では異なる場合があるため、外国人市民が

犯罪や交通事故に巻き込まれ、被害者と加害者になることを防ぐためにも、日本における

ルールを正しく周知し、理解を深めることが重要です。 

 

外国人市民の定住化が進むことで生じる、外国人市民とその家族の教育、子育て、就労、

健康、犯罪などの多様な課題に、様々な関係機関と連携・協働して対応していきます。 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

施策の方向① 教育機会の充実 

必要となる取組 取組の内容 取組主体 

いつでも学べる環境の整備 

幼稚園等における日本語指導 【再掲】 子育て支援課 

外国人児童・生徒・保護者等に対し、就学に

関する通知等をやさしい日本語や多言語に

より情報提供 

学校教育課 

外国人児童・生徒等の編入学時に日本語の

理解度等に応じて、学年を下げるなど柔軟

な受入れを行う  

学校教育課 

日本語指導教員、通訳者・指導協力者を採用

し、学校における外国人児童・生徒等の受入

体制を整備 【再掲】 

学校教育課 

自動翻訳機器を各小・中学校に配備 学校教育課 

日本語や日本文化が分からない外国人児

童・生徒・保護者等を対象に、スムーズに学

校生活になじめるよう初期指導教室の設置

を検討 【再掲】 

学校教育課 

外国人児童・生徒等への学習支援 市民活動団体 

不登校児童・生徒に対する学習支援 学校教育課 

多言語による絵本の読み聞かせ会の開催 図書館 

市民活動団体による日本語教室の開催 

【再掲】 
市民活動団体 

市民活動団体が実施する日本語教室の支援 

【再掲】 

市民活動推進課 

学校教育課 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

 民間事業者と連携し、夜間・休日の日本語教

室の開催 【再掲】 
市民活動推進課 

日本語学習の支援を行うボランティアの育

成 【再掲】 

市民活動推進課 

市民活動団体 

日本語教室の案内・日本語学習のオンライ

ン学習の情報提供 【再掲】 
市民活動推進課 

 

 

施策の方向② 働きやすい労働環境づくり 

必要となる取組 取組の内容 取組主体 

働きやすく、活躍できる

環境の整備 

外国人雇用管理アドバイザーの周知 

（※国実施事業） 
商工観光課 

地域のハローワークと連携し、外国人市民

の就労機会の確保と支援 
商工観光課 

商工会などの関係機関と連携し、外国人を

雇用する事業者に対し、手続方法、就労環境

整備などに関する情報を周知 

商工観光課 

外国人市民への起業支援 商工観光課 

技能実習生を受入れる関係機関等との連

携・情報共有  

市民活動推進課 

商工観光課 

市民活動団体による日本語教室の開催 

【再掲】 
市民活動団体 

市民活動団体が実施する日本語教室の支援 

【再掲】 

市民活動推進課 

学校教育課 

民間事業者と連携し、夜間・休日の日本語教

室の開催 【再掲】 
市民活動推進課 

日本語学習の支援を行うボランティアの育

成 【再掲】 

市民活動推進課 

市民活動団体 

日本語教室の案内・日本語学習のオンライ

ン学習の情報提供 【再掲】 
市民活動推進課 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

施策の方向③ 医療（感染症対応を含む）・保健サービスの提供 

必要となる取組 取組の内容 取組主体 

利用しやすい医療サービ

スの提供 

予防接種や健康診断の予診票を多言語版で

案内・英語版の見本を掲示 
健康推進課 

多言語音声翻訳機器などの翻訳機器の活用 

【再掲】 
消防署 

感染症に対する多言語による情報提供 健康推進課 

 

 

施策の方向④ 子ども・子育て及び福祉サービスの提供 

必要となる取組 取組の内容 取組主体 

利用しやすい子ども・子

育て及び福祉サービスの

提供 

母子健康手帳の多言語化 健康推進課 

乳幼児健診の通知文のやさしい日本語や多

言語化 
健康推進課 

支援が必要な子どもの早期発見 
関係各課 

地縁による団体 

外国人市民の子どもの受入体制の整備 子育て支援課 

多言語音声翻訳機器などの翻訳機器の活用 

【再掲】 

関係各課 

市民活動推進課 

関係機関における情報・課題の共有 

関係各課 

地縁による団体 

事業者 

ＳＮＳ等により、市のイベントや重要度の

高い行政情報等をやさしい日本語や多言語

で情報を発信 

各課 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

施策の方向⑤ 防災・安全対策等への意識啓発と全ての市民が安心して過ご

せるまちづくりの推進 

必要となる取組 取組の内容 取組主体 

安心・安全に暮らせる環

境の整備 

支援が必要な外国人市民の把握 

防災課 

市民活動推進課

地縁による団体 

防災情報・避難所におけるやさしい日本語・

多言語による情報提供 
防災課 

備蓄食料の多様化の検討 防災課 

防災マップの多言語化 防災課 

自主防災組織等への外国人市民の参画促進 

市民活動団体 

地縁による団体 

事業者 

外国人市民向けの消防に関する各種講習時

に多言語翻訳アプリの活用 
消防署 

防犯・交通安全に関する情報について、警察

署等の関係機関と連携し、やさしい日本語

や多言語で提供 

市民活動推進課 

警察署 

道路の冠水・陥没や倒木等の災害による通

行止めや迂回等の情報を標識・マーク等で

表示 

建設課 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

基本方針３ 多文化共生の地域づくり                                     
 

多文化共生の地域づくりのためには、外国人市民と日本人市民が同じ地域の一員として、

挨拶や様々な地域行事などに参画することなどを通じて、普段から交流を深めていくこと

が大切です。 

 

外国人市民を受け入れる地域の状況については、行政パートナーを対象としたアンケー

ト結果を見ると、一番割合が高い困りごとは「ゴミの出し方」でしたが、外国人市民と日

本人市民が挨拶を交わし、地域のイベントなどを通じ、交流を深めていくことにより、地

域のルールを教え合い、互いの文化を理解し、このような課題などについても解決されて

いくものと考えます。そのためにも、地域で、多文化共生を推進していく人材を育成し、

外国人市民を支援しながら、外国人市民の地域参画を促していく必要があります。 

 

各種アンケート調査結果では、外国人市民が参加できる地域活動は、「日本、富里市に来

た外国人住民の支援」や「地域の美化活動」と回答した割合が高く、外国人コミュニティ

を生かした活動や地域の担い手として活躍することが期待できます。 

 

また、外国人市民の視点を生かし、地域の魅力に係る情報発信や、新たな経済活動も期

待されることから、外国人市民の起業を促進し、地域の活性化へとつなげていくことも必

要となります。 

 

人口減少、少子高齢化が進む中、外国人市民が経済活動・地域活動の担い手として期待

されるため、地域定着・地域密着型の支援や多文化共生の意識啓発、交流が求められます。 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

施策の方向① 多文化共生の意識啓発・醸成 

必要となる取組 取組の内容 取組主体 

互いの文化を理解し合え

る場の提供 

外国人市民を支援する人材育成講座の開催 市民活動推進課 

国際交流・異文化理解・交流イベントの開

催・支援 

市民活動推進課

市民活動団体 

語学教室・講座への支援 市民活動推進課 

友好都市「台湾頭份市」との交流 市民活動推進課 

市役所庁舎・各公共施設の案内等をやさし

い日本語・多言語・ユニバーサル化【再掲】 
関係各課 

やさしい日本語セミナーの開催 【再掲】 市民活動推進課 

やさしい日本語の職員研修の実施 【再掲】 
総務課 

市民活動推進課 

 

 

施策の方向② 外国人市民の社会参画支援 

必要となる取組 取組の内容 取組主体 

外国人市民の社会参画を

促進 

区・自治会への加入啓発・支援 
市民活動推進課

地縁による団体 

地域社会やコミュニティ等における人の交

流やつながりの創出 

市民活動推進課

地縁による団体 

ＳＮＳ等により、市のイベントや重要度の

高い行政情報等をやさしい日本語や多言語

で情報を発信 【再掲】 

各課 

自主防災組織等への外国人市民の参画促進

【再掲】 

市民活動団体 

地縁による団体 

事業者 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

 

外国人市民を支援する人材育成講座の開催 

【再掲】 
市民活動推進課 

国際交流・異文化理解・交流イベントの開

催・支援 【再掲】 

市民活動推進課

市民活動団体 

多言語による絵本の読み聞かせ会の開催 

【再掲】 
図書館 

 

 

施策の方向③ 外国人市民との連携・協働による地域活性化の推進 

必要となる取組 取組の内容 取組主体 

外国人市民が担い手とな

り地域で活躍 

 

外国人市民ボランティアの育成 市民活動推進課 

外国人市民による市民活動団体の設立支援 市民活動推進課 

外国人市民とコミュニティとの連携 市民活動推進課 

外国人市民への支援を行う人材を地域へ派

遣 
市民活動推進課 

外国人市民の視点を生かした富里の魅力発

信 

広報情報課 

商工観光課 

外国人市民への起業支援 【再掲】 商工観光課 

技能実習生を受入れる関係機関等との連

携・情報共有 【再掲】 

市民活動推進課 

商工観光課 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 プランの推進・進行管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 32 - 

 

～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

市民 
(日本人・外国人) 

 

第１節 プランの推進                                       
 

本プランの推進に当たっては、まちづくりの主体である市民、地縁による団体、市民活

動団体、事業者、市等が共に連携して取り組みます。 

 

多文化共生推進のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 縁 に 

よる団体 

 事業者 市民活動団体 

市 

 

多文化共生のまちづくりの実現 

富里市協働の 

ま ち づ く り 

推 進 委 員 会 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

Ｐｌａｎ

計画

Ｄｏ

実行

Ｃｈｅｃｋ

調査・評価

Ａｃｔｉｏｎ

改善

第２節 プランの進行管理                                       
 

本プランの進行管理については、「計画（Ｐｌａｎ）」、「実行（Ｄｏ）」、「調査・評価 

（Ｃｈｅｃｋ）」、「改善（Ａｃｔｉｏｎ）」のＰＤＣＡサイクルに基づいて評価を行い、適

宜、見直し・改善を進めていきます。 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

 

 

 

 

 

資料編 

〇プラン策定の経過 

〇各種アンケート調査結果 

○富里市多文化共生推進本部設置要綱 

○富里市協働のまちづくり条例 

〇用語解説 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

〇プラン策定の経過 

年月日 主な内容 

令和５年８月４日 令和５年度第１回富里市多文化共生推進本部会議 

・多文化共生推進に係る庁内体制 

・富里市多文化共生推進プランの策定 

令和５年８月１８日 令和５年度第２回富里市協働のまちづくり推進委員会 

・富里市多文化共生推進プランの策定 

令和５年９月議会 富里市多文化共生推進プランの策定 

令和５年１０月２７日 令和５年度第３回富里市協働のまちづくり推進委員会 

・富里市多文化共生推進プラン（骨子案たたき台） 

令和５年１１月１０日 令和５年度第２回富里市多文化共生推進本部会議 

・富里市多文化共生推進プラン（骨子案） 

令和５年１２月議会 富里市多文化共生推進プラン（骨子案） 

令和６年１月１９日 令和５年度第４回富里市協働のまちづくり推進委員会 

・富里市多文化共生推進プラン（素案） 

令和６年２月２日 令和５年度第３回富里市多文化共生推進本部会議 

・富里市多文化共生推進プラン（素案） 

令和６年３月議会 富里市多文化共生推進プラン（素案） 

令和６年３月５日～ 

３月２５日 

パブリックコメント 

令和６年３月２９日 令和５年度第４回富里市多文化共生推進本部会議 

・富里市多文化共生推進プランの決定 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

〇各種アンケート調査結果 

１ 外国人市民アンケート調査（第１次） 

 [調査概要] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 調査対象者 

 富里市内在住、在学、在勤、買い物に来ている外国人 

２ 調査方法 

 富里市内の外国人向け食材店や外国人が勤務する飲食店、日本語教室などに協力を得

ながら、聞き取り及び調査票を配布・回収による。 

３ 調査事項 

（１） あなたについて（性別、年齢、住んでいる地域、国籍、在留資格、職業、滞在年数 

（日本・富里市）、居住形態、住居形態） 

（２） 富里市について（富里市に住み始めた理由、住んで良いところ、悪いところ） 

（３） 生活について（困っていること・心配ごと、相談先・相談相手、参加しているコミュ 

ニティ、情報の入手方法、知りたい生活情報） 

（４） 言葉について（レベル、学習方法・日本語学習の有無、日本語学習のニーズ、言語） 

（５） 子育て・教育について（子どもの有無と通園・通学状況、進路希望、通園・通学さ 

せていない理由、心配なこと） 

（６） 災害について（避難場所、災害への備え） 

（７） 外国人支援について（外国人支援窓口の認知度・利用の有無、多言語での市公式 

ホームページの認知度・利用の有無、日本語教室の認知度・利用の有無） 

（８） 多文化共生のまちづくり（外国人住民が暮らしやすくするために必要なこと、地域 

活動で提供できる事項） 

（９） 新型コロナウィルス感染症について（困っていること） 

（１０） その他（自由記述）  

４ 調査期間 令和３年１１月から令和４年７月中旬 

５ 調査言語 やさしい日本語、英語 

６ 回答者数 ４４人 

 

〇報告書の見方 

・「割合」は、各項目の回答数を回答総数で除し、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１までを表示。

このため、割合の合計が１００パーセントにならないことがある。 

・回答者を限定する設問は、回答者数が調査対象者数を下回る。 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問１：あなたの性別は、次のうち、どれですか。 

回答１： 

 

 

 

 

 

 

 

質問２：あなたの年齢は、次のうち、どれですか。 

回答２： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

性別 回答数 割合 

男性 １５人 ３４.１％ 

女性 ２９人 ６５.９％ 

計 ４４人 １００.０％ 

年齢 回答数 割合 

１９歳以下 １人 ２.３％ 

２０歳～２９歳 ０人 ０.０％ 

３０歳～３９歳 ９人 ２０.５％ 

４０歳～４９歳 １８人 ４０.９％ 

５０歳～５９歳 １２人 ２７.３％ 

６０歳～６９歳 ４人 ９.１％ 

７０歳以上 ０人 ０.０％ 

計 ４４人 １００.０％ 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問３：あなたが住んでいる地域は、次のうちどこですか。 

回答３： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域 回答数 割合 

日吉台 ５人 １１.４％ 

日吉倉 ０人 ０.０％ 

久能 ０人 ０.０％ 

大和 ２人 ４.５％ 

根木名 ３人 ６.８％ 

御料 ８人 １８.２％ 

十倉 ３人 ６.８％ 

高松 ０人 ０％ 

立沢 ０人 ０％ 

立沢新田 ０人 ０％ 

高野 ０人 ０％ 

七栄 １８人 ４０.９％ 

中沢 １人 ２.３％ 

新中沢 ０人 ０％ 

新橋 ０人 ０％ 

美沢 ０人 ０％ 

市外（栄町、成田市、酒々井町、未記入） ４人 ９.１％ 

計 ４４人 １００.０％ 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問４：あなたの国籍・地域は、次のうち、どこですか。 

回答４：                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国籍・地域 回答数 割合 

フィリピン ２人 ４.５％ 

ベトナム ０人 ０.０％ 

スリランカ ８人 １８.２％ 

中国 １２人 ２７.３％ 

韓国 ３人 ６.８％ 

タイ １２人 ２７.３％ 

台湾 ０人 ０.０％ 

ネパール ０人 ０.０％ 

ペルー ０人 ０.０％ 

インドネシア ０人 ０.０％ 

ミャンマー ０人 ０.０％ 

モンゴル １人 ２.３％ 

インド ３人 ６.８％ 

アメリカ ０人 ０.０％ 

カンボジア １人 ２.３％ 

パキスタン ０人 ０.０％ 

その他（ブラジル） １人 ２.３％ 

無回答 １人 ２.３％ 

計 ４４人 １００.１％ 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問５：あなたの在留資格は、次のうち、どれですか。回答欄に番号を書いてください。 

回答５： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在留資格 回答数 割合 

永住者 １２人 ２７.３％ 

永住者の配偶者等 １人 ２.３％ 

特別永住者 １人 ２.３％ 

日本人の配偶者等 ５人 １１.４％ 

家族滞在 ３人 ６.８％ 

定住者 ４人 ９.１％ 

留学 １人 ２.３％ 

技能実習 ０人 ０.０％ 

高度専門職 ０人 ０.０％ 

技能 １２人 ２７.３％ 

企業内転勤 １人 ２.３％ 

特定活動 ０人 ０.０％ 

教育 ０人 ０.０％ 

経営・管理 １人 ２.３％ 

技術・人文知識・国際業務 １人 ２.３％ 

その他 ０人 ０.０％ 

無回答 ２人 ４.５％ 

計 ４４人 １００.２％ 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

〇初めて日本に来た時、又は生まれたときの在留資格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

在留資格 回答数 割合 

永住者 ０人 ０.０％ 

永住者の配偶者等 ２人 ４.５％ 

特別永住者 ０人 ０.０％ 

日本人の配偶者等 ６人 １３.６％ 

家族滞在 １人 ２.３％ 

定住者 ２人 ４.５％ 

留学 ２人 ４.５％ 

技能実習 ０人 ０.０％ 

高度専門職 １人 ２.３％ 

技能 １２人 ２７.３％ 

企業内転勤 １人 ２.３％ 

特定活動 ０人 ０.０％ 

教育 ０人 ０.０％ 

経営・管理 １人 ２.３％ 

技術・人文知識・国際業務 ０人 ０.０％ 

その他 １人 ２.３％ 

無回答 １５人 ３４.１％ 

計 ４４人 １００.０％ 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問６：あなたの職業は、次のうち、どれですか。 

回答６： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

職業 回答数 割合 

農業・漁業・林業 ２人 ４.５％ 

製造業 １人 ２.３％ 

建設業 ０人 ０.０％ 

卸売業・小売業 ５人 １１.４％ 

宿泊業・飲食サービス業 ２１人 ４７.７％ 

運輸業 ０人 ０.０％ 

不動産業 ０人 ０.０％ 

電気・ガス・水道 ０人 ０.０％ 

金融保険 ０人 ０.０％ 

情報通信 ０人 ０.０％ 

教育 ０人 ０.０％ 

医療 ０人 ０.０％ 

主婦 ７人 １５.９％ 

学生 １人 ２.３％ 

研修生・研究員 １人 ２.３％ 

無職 ２人 ４.５％ 

その他 １人 ２.３％ 

無回答 ３人 ６.８％ 

計 ４４人 １００.０％ 



 

   - 43 - 

 

～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問７：あなたは、日本に住んで、どのくらいになりますか。 

回答７： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問８：あなたは、富里市に住んで、どのくらいになりますか。 

回答８： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞在年数 回答数 割合 

０～３か月未満 １人 ２.３％ 

３か月～６か月未満 １人 ２.３％ 

６か月～１２か月未満 １人 ２.３％ 

１年～２年未満 ３人 ６.８％ 

２年～３年未満 ４人 ９.１％ 

３年～５年未満 １人 ２.３％ 

５年～１０年未満 １０人 ２２.７％ 

１０年～１５年未満 ７人 １５.９％ 

１５年～２０年未満 ９人 ２０.５％ 

２０年以上 ７人 １５.９％ 

日本生まれ ０人 ０.０％ 

無回答 ０人 ０.０％ 

計 ４４人 １００.１％ 

滞在年数 回答数 割合 

０～３か月未満 ２人 ４.５％ 

３か月～６か月未満 ４人 ９.１％ 

６か月～１２か月未満 ５人 １１.４％ 

１年～２年未満 ７人 １５.９％ 

２年～３年未満 ３人 ６.８％ 

３年～５年未満 １人 ２.３％ 

５年～１０年未満 ８人 １８.２％ 

１０年～１５年未満 ５人 １１.４％ 

１５年～２０年未満 ３人 ６.８％ 

２０年以上 ２人 ４.５％ 

富里生まれ ０人 ０.０％ 

富里市外在住 ４人 ９.１％ 

無回答 ０人 ０.０％ 

計 ４４人 １００.０％ 



 

- 44 - 

 

～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問９：あなたは、現在、どなたと住んでいますか。 

回答９： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１０：あなたの現在のお住まいは、次のうち、どれですか。 

回答１０：                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生活状況 回答数 割合 

一人 １０人 ２２.７％ 

家族 ２２人 ５０.０％ 

友人・恋人 ６人 １３.６％ 

職場の同僚 ５人 １１.４％ 

その他 ０人 ０.０％ 

無回答 １人 ２.３％ 

計 ４４人 １００.０％ 

現在の住居 回答数 割合 

借家（民間のアパート・マンション） １５人 ３４．１％ 

持ち家（一戸建て） １３人 ２９．５％ 

持ち家（マンション・共同住宅） ３人 ６．８％ 

職場の寮 ８人 １８．２％ 

友人宅 ２人 ４．５％ 

その他 １人 ２．３％ 

わからない ０人 ０．０％ 

無回答 ２人 ４．５％ 

計 ４４人 ９９．９％ 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問１１：富里市に住み始めた理由について、次のうち、どれですか。 

回答１１： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１２：富里市に住んで良いところを次のうちから、〇を２つつけてください。 

回答１２： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住み始めた理由 回答数 割合 

仕事があるから ２４人 ５４.５％ 

家族・友人がいるから １０人 ２２.７％ 

友人・知人に紹介されたから １人 ２.３％ 

家賃が安いから ０人 ０.０％ 

治安が良いから ０人 ０.０％ 

生まれ育った場所だから ０人 ０.０％ 

自分では決めていない １人 ２.３％ 

特にない ０人 ０.０％ 

その他（家を購入するため、未記入２） ３人 ６.８％ 

わからない ０人 ０.０％ 

富里市外在住 ４人 ９.１％ 

無回答 １人 ２.３％ 

計 ４４人 １００.０％ 

住んで良いところ 回答数 割合 

自然が豊か １０人 １６.７％ 

家賃や物価が安い ９人 １５.０％ 

通勤・通学に便利 ３人 ５.０％ 

買い物に便利 ３人 ５.０％ 

治安が良い ９人 １５.０％ 

周りの人が親切 ７人 １１.７％ 

医療・福祉が充実している １人 １.７％ 

同じ国の出身者が多い ３人 ５.０％ 

その他（空港から近い４、仕事１、 

結婚したから１、気候が良い１、未記入１ 
９人 １５.０％ 

富里市外在住 ４人 ６.７％ 

無回答 ２人 ３.３％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

 

質問１３：富里市に住んで悪いところは、次のうちどれですか。 

〇を２つつけてください。 

回答１３：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

住んで悪いとこと 回答数 割合 

自然が豊かではない ０人 ０.０％ 

家賃や物価が高い ６人 １２.０％ 

通勤・通学に不便 １２人 ２４.０％ 

買い物に不便 ４人 ８.０％ 

治安が悪い ０人 ０.０％ 

周りの人が不親切 ４人 ８.０％ 

医療・福祉が充実していない １人 ２.０％ 

同じ国の出身者が少ない ０人 ０.０％ 

その他（特にない４、税金が高い２、水道

代が高い１、未記入１） 
８人 １６.０％ 

富里市外在住 ４人 ８.０％ 

無回答 １１人 ２２.０％ 

計 ５０人 １００.０％ 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問１４：あなたが富里市での生活で困っていることや心配なことはありますか。次のう

ち、どれですか。〇をいくつでもつけてください。 

回答１４： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活での困りごと・心配ごと 回答数 割合 

言葉の伝達 １１人 １２.６％ 

日本語の理解 １２人 １３.８％ 

母国語の表示が少ない ６人 ６.９％ 

文化や習慣の違い １人 １.３％ 

住まい探し ２人 ２.３％ 

仕事探し ３人 ３.４％ 

災害・緊急時の対応 ５人 ５.７％ 

育児や子どもの教育 ４人 ４.６％ 

病気になったとき １０人 １１.５％ 

ゴミの出し方 ２人 ２.３％ 

市役所窓口で外国語が伝わらない １０人 １１.５％ 

公共施設の利用の仕方 ４人 ４.６％ 

地域や職場でのつきあい ０人 ０.０％ 

自分や家族の健康 １人 １.３％ 

その他（交通が不便２、税金１、全て１） ４人 ４.６％ 

特にない ８人 ９.２％ 

無回答 ４人 ４.６％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問 1５：あなたが富里市での生活で、困っていることや心配なことがあったときはどこ

に相談しますか。次のうち、どれですか。〇をいくつでもつけてください。 

回答 1５： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１６：あなたが参加するコミュニティは、次のうち、どれですか。 

〇をいくつでもつけてください。 

回答１６： 

     

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困りごとや心配ごとの相談先 回答数 割合 

市役所 ２人 ３.６％ 

外国人支援窓口 １人 １.８％ 

会社や学校の人 ７人 １２.７％ 

日本にいる家族 ３人 ５.５％ 

母国にいる家族 １人 １.８％ 

ボランティア団体 ０人 ０.０％ 

同じ国出身の友人・知人 １８人 ３２.７％ 

大使館・領事館 ０人 ０.０％ 

近くに住む日本人 ８人 １４.５％ 

日本人の友人・知人 ９人 １６.４％ 

相談する相手がいない １人 １.８％ 

その他 ０人 ０.０％ 

無回答 ５人 ９.１％ 

計   

参加するコミュニティ 回答数 割合 

同じ国出身の集まり １３人 ２６.３％ 

外国人同士の集まり １人 ２.２％ 

近所の集まり ８人 １７.４％ 

会社のサークル ３人 ６.５％ 

教会 １人 ２.２％ 

その他（特にない４、未記入４、コミュニ

ティセンター１、日本語教室１） 
１０人 ２１.７％ 

無回答 １０人 ２１.７％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問１７：あなたは、生活に必要な情報をどこから入手していますか。次のうち、どれで

すか。〇をいくつでもつけてください。 

回答１７：                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生活に必要な情報の入手方法 回答数 割合 

インターネット ２７人 ３１.４％ 

新聞・雑誌 ３人 ３.５％ 

テレビ １１人 １２.８％ 

ラジオ ３人 ３.５％ 

行政の窓口・広報紙・ホームページ １人 １.２％ 

外国人支援窓口 ０人 ０.０％ 

会社・学校 １人 １.２％ 

日本人の友人・知人 ９人 １０.５％ 

同じ国出身の友人・知人 １４人 １６.３％ 

ボランティア団体 ２人 ２.３％ 

大使館・領事館 ６人 ７.０％ 

家族 ６人 ７.０％ 

その他 ０人 ０.０％ 

無回答 ３人 ３.５％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問１８：あなたが生活する中で、知りたい情報は、次のうちどれですか。 

     〇を２つだけつけてください。 

回答１８：                                         

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問１９：日本語を話すことはできますか。次のうち、どれですか。 

〇を１つだけつけてください。 

回答１９：                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知りたい情報 回答数 割合 

災害時などの対応 ８人 １０.８％ 

相談窓口 ２人 ２.７％ 

生活にかかわる法律 １３人 １７.６％ 

日本語学習 １３人 １７.６％ 

仕事・就職 ４人 ５.４％ 

住宅 ０人 ０.０％ 

行政サービス ５人 ６.８％ 

子育て・教育 ９人 １２.２％ 

医療・福祉・保健 ９人 １２.２％ 

イベント １人 １.４％ 

市民活動・ボランティア活動 １人 １.４％ 

その他 ６人 ８.１％ 

無回答 ３人 ４.１％ 

計   

日本語のレベル 回答数 割合 

通訳がいなくても話せる １９人 ４３.２％ 

少し話せる １５人 ３４.１％ 

話せない ７人 １５.９％ 

無回答 ３人 ６.８％ 

計 ４４人 １００.０％ 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問２０：日本語を読んだり、書いたりできますか。次のうち、どれですか。 

〇を１つだけつけてください。 

回答２０：                                            

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

質問２１：あなたは、どこで日本語を学んでいますか。次のうち、どれですか。 

回答２１：                               

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問２２：日本語を学びたいですか。次のうち、どれですか。〇を１つだけつけてください。 

回答２２：                                                  

                                   

 

 

 

 

 

 

日本語の読み書きレベル 回答数 割合 

漢字やひらがなの読み書きができる １０人 ２２.７％ 

ひらがなの読み書きができる １７人 ３８.６％ 

ひらがなは読めるが書くことはできない ２人 ４.５％ 

できない １２人 ２７.３％ 

無回答 ３人 ６.８％ 

計 ４４人 ９９．９％ 

日本語の学習方法 回答数 割合 

日本語教室 １０人 ２０.０％ 

自宅（本） ７人 １４.０％ 

自宅（インターネット） ４人 ８.０％ 

学校 ２人 ４.０％ 

職場 １３人 ２６.０％ 

その他（コミュニケーション３、未記入１） ４人 ８.０％ 

学んでいない ９人 １８.０％ 

無回答 １人 ２.０％ 

計   

日本語の学習意欲 回答数 割合 

有料でも学びたい １０人 ２２.７％ 

無料なら学びたい １７人 ３８.６％ 

学ぶ必要がない １０人 ２２.７％ 

無回答 ７人 １５.９％ 

計 ４４人 ９９.９％ 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問２３：あなたが日常会話で使う言語はありますか。次のうち、どれですか。 

〇をいくつでもつけてください。 

回答２３：                                        

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問２４：あなたには、０歳から５歳までのお子さんがいますか。次のうち、どれです

か。〇をいくつでもつけてください。 

回答２４：                               

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常使用する言語 回答数 割合 

英語 １５人 １８.８％ 

中国語 １３人 １６.３％ 

シンハラ語 ８人 １０.０％ 

タミル語 １人 １.３％ 

韓国語 ２人 ２.５％ 

スペイン語 ０人 ０.０％ 

ポルトガル語 １人 １.３％ 

タガログ語 ０人 ０.０％ 

ベトナム語 ０人 ０.０％ 

ネパール語 ０人 ０.０％ 

タイ語 １２人 １５.０％ 

日本語 ２０人 ２５.０％ 

その他（ヒンディー語４、カンボジア語１、 

ラオス語１、Jtali English１） 
７人 ８.８％ 

無回答 １人 １.３％ 

計   

乳幼児の有無 回答数 割合 

いる（日本の保育園に通っている） １人 ２.３％ 

いる（日本の幼稚園に通っている） １人 ２.３％ 

いる（日本にいるが、保育園や幼稚園に通

っていない） 

０人 ０.０％ 

いる（日本にはいない） ４人 ９.１％ 

いる（ほかの学校に通っている） ０人 ０.０％ 

いない ３４人 ７７.３％ 

無回答 ４人 ９.１％ 

計   



 

   - 53 - 

 

～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問２５：あなたには、６歳から 15 歳までのお子さんがいますか。次のうち、どれです

か。〇をいつくでもつけてください。 

回答２５：                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問２６：お子さんが中学校を卒業した後は、どのような進路に進ませたいですか。次の 

うち、どれですか。〇を１つだけつけてください。 

回答２６：                               

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生徒・児童の有無 回答数 割合 

いる（日本の小学校か中学校に通っている） １３人 ２９.５％ 

いる（日本の外国人学校に通っている） ０人 ０.０％ 

いる（日本にいるが、小学校や中学校には通って

いない） 
０人 ０.０％ 

いる（日本にはいない） ３人 ６.８％ 

いない ２５人 ５６.８％ 

無回答 ３人 ６.８％ 

計   

子どもの進路 回答数 割合 

日本の高校に進学させたい １４人 ７３.７％ 

母国に帰国させ、母国の学校に進学させた

い 
０人 ０.０％ 

日本の外国人学校に進学させたい １人 ５.３％ 

就職させたい ０人 ０.０％ 

その他 ０人 ０.０％ 

無回答 ４人 ２１.１％ 

計 １９人 １００.１％ 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問２７：あなたのお子さんが学校に通っていない理由は、次のうちどれですか。 

〇をいくつでもつけてください。 

回答２７：                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問２８：お子さんのことで、心配なことはありますか。次のうち、どれですか。 

〇をいくつでもつけてください。 

回答２８：                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子どもの進路 回答数 

日本の高校に進学させたい 

該当者なし 

母国に帰国させ、母国の学校に進学させた

い 

日本の外国人学校に進学させたい 

就職させたい 

その他 

計 

子どもについての心配ごと 回答数 割合 

子どもの友人関係のこと ４人 １６.７％ 

進学のこと ３人 １２.５％ 

就職のこと １人 ４.２％ 

学校でのコミュニケーションのこと ６人 ２５.０％ 

家族のこと １人 ４.２％ 

心配なことはない ４人 １６.７％ 

その他 ０人 ０.０％ 

無回答 ５人 ２０.８％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問２９：あなたは、大地震が起きたときに逃げる場所について、知っていますか。次の

うち、どれですか。〇を１つだけつけてください。 

回答２９：                               

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

質問３０：あなたは、日頃から災害に何か備えていますか。次のうち、どれですか。〇を  

いくつもでもつけてください。 

回答３０：                               

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

避難場所について 回答数 割合 

知っている・場所もわかる １２人 ２７.３％ 

知っているが、場所はわからない ６人 １３.６％ 

知らない ２４人 ５４.５％ 

無回答 ２人 ４.５％ 

計 ４４人 ９９.９％ 

災害に備えていること 回答数 割合 

食べ物や飲み物を準備している ２２人 ３３.３％ 

携帯ラジオ、懐中電灯、ランタンなどを準

備している 

１５人 ２２.７％ 

いつもお風呂に水をためている ４人 ６.１％ 

家具を固定し、倒れないようにしている ２人 ３.０％ 

家族と連絡方法や集まる場所などを決めて

いる 

５人 ７.６％ 

防災訓練に参加している ３人 ４.５％ 

その他 ０人 ０.０％ 

特に何もしていない １３人 １９.７％ 

無回答 ２人 ３.０％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問３１：あなたは、市役所に外国人支援窓口があるのを知っていますか。次のうち、ど  

れですか。〇を１つだけつけてください。 

回答３１：                               

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

質問３２：あなたは、富里市の公式ホームページが、多言語（英語、中国語、韓国語、タ

イ語、シンハラ語、タミル語、タガログ語、ベトナム語、ポルトガル語）で

見ることができます。知っていましたか。次のうち、どれですか。〇を１つ

だけつけてください。 

回答３２：                                

                             

  

 

 

 

 

 

 

 

  

外国人支援窓口について 回答数 割合 

知っている、利用したことがある ５人 １１.４％ 

知っているが、利用したことはない １９人 ４３.２％ 

知らない １９人 ４３.２％ 

無回答 １人 ２.３％ 

計 ４４人 １００.１％ 

市公式ホームページの多言語対応について 回答数 割合 

知っている、利用している（利用したこと

がある） 
１人 ２．３％ 

知っているが、利用したことはない ６人 １３．６％ 

知らない ３４人 ７７．３％ 

無回答 ３人 ６．８％ 

計 ４４人 １００．０％ 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問３３：あなたは市内で市民活動団体が日本語教室を開催していることを知っています 

か。次のうち、どれですか。〇を１つだけつけてください。 

回答３３：                               

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問３４：外国人住民が、暮らしやすい富里市となるために、必要なことは、次のうち、

どれですか。〇をいくつでもつけてください。 

回答３４：                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本語教室について 回答数 割合 

知っている、参加している（参加したこと

がある） 
７人 １５.９％ 

知っているが、参加したことはない １４人 ３１.８％ 

知らない ２１人 ４７.７％ 

無回答 ２人 ４.５％ 

計 ４４人 ９９.９％ 

暮らしやすい富里市になるために必要なこと 回答数 割合 

外国人住民に対する支援体制の充実 １９人 １７.９％ 

外国語の案内表示を増やす ９人 ８.５％ 

外国人住民のまちづくりへの参加 １４人 １３.２％ 

日本語や日本文化を学ぶ機会の充実 １５人 １４.２％ 

日本人住民の異文化理解 １４人 １３.２％ 

日本人住民の外国語学習支援 １０人 ９.４％ 

外国語住民と日本人住民との交流の場 １５人 １４.２％ 

その他（特にない２、病気でできない１、

親切にしている１、未記入１） 
５人 ４.７％ 

無回答 ５人 ４.７％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問３５：あなたが参加できる地域活動は、次のうち、どれですか。〇はいくつでもつけ

てください。 

回答３５： 

                          

  

参加できる地域活動 回答数 割合 

母国語を含む外国語を教える ９人 １４.１％ 

母国の文化を紹介する ８人 １２.５％ 

日本、富里市に来た外国人住民に対する支

援 
１４人 ２１.９％ 

地域の環境美化活動 １２人 １８.８％ 

その他（ない５、・病気でできない１、外

国人住民の仕事を増やす１、未記入１） 
８人 １２.５％ 

無回答 １３人 ２０.３％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

２ 外国人市民アンケート調査（第２次） 

 [調査概要] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 調査対象者 富里市外国人支援窓口利用及び富里市役所来庁の外国人 

２ 調査方法 対面でのアンケート用紙の配付・回収 

３ 調査事項  

（１） あなたについて（性別、年齢、住んでいる地域、国籍） 

（２） 生活について（困っていること・心配ごと、相談先・相談相手、情報の入手方法、

知りたい生活情報） 

（３） 災害について（避難場所） 

（４） 外国人支援について（多言語での市公式ホームページの認知度） 

（５） 多文化共生について（外国人住民が暮らしやすくするために必要なこと） 

４ 調査期間 令和５年９月１９日から令和５年１１月３０日 

５ 調査言語 やさしい日本語、英語 

６ 回答者数  ９２人 

 

〇報告書の見方 

・「割合」は、各項目の回答数を回答総数で除し、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１までを表示。

このため、割合の合計が１００パーセントにならないことがある。 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問１：あなたの性別は、どれですか。 

回答１： 

性別 回答数 割合 

男性 ４８人 ５２．２％ 

女性 ４４人 ４７．８％ 

計 ９２人 １００.０％ 

 

 

質問２：あなたの年齢は、どれですか。 

回答２： 

年齢 回答数 割合 

１９歳以下 １人 １．１％ 

２０歳～２９歳 ５１人 ５５．４％ 

３０歳～３９歳 １９人 ２０．７％ 

４０歳～４９歳 １７人 １８．５％ 

５０歳～５９歳 ２人 ２．２％ 

６０歳～６９歳 ２人 ２．２％ 

７０歳以上 ０人 ０．０％ 

計 ９２人 １００.１％ 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問３：あなたが住んでいる地域はどこですか。 

回答３： 

地域 回答数 割合 

日吉台 ５人 ５．４％ 

日吉倉 １人 １．１％ 

久能 ０人 ０．０％ 

大和 １人 １．１％ 

根木名 １０人 １０．９％ 

御料 １１人 １２．０％ 

十倉 ８人 ８．７％ 

高松 ０人 ０．０％ 

立沢 ３人 ３．３％ 

立沢新田 ０人 ０．０％ 

高野 ０人 ０．０％ 

七栄 ４７人 ５１．１％ 

中沢 ５人 ５．４％ 

新中沢 ０人 ０．０％ 

新橋 ０人 ０．０％ 

美沢 ０人 ０．０％ 

富里市外（八街市１） １人 １．１％ 

計 ９２人 １００．１％ 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問４：あなたの国籍・地域は、どこですか。 

回答４： 

国籍・地域 回答数 割合 

フィリピン ３１人 ３３．７％ 

ベトナム ５人 ５．４％ 

スリランカ ３６人 ３９．１％ 

中国 ２人 ２．２％ 

韓国 ０人 ０．０％ 

タイ １人 １．１％ 

台湾 ０人 ０．０％ 

ネパール ０人 ０．０％ 

ペルー １人 １．１％ 

インドネシア ２人 ２．２％ 

ミャンマー ０人 ０．０％ 

モンゴル ０人 ０．０％ 

インド ７人 ７．６％ 

アメリカ ０人 ０．０％ 

カンボジア ０人 ０．０％ 

パキスタン ０人 ０．０％ 

その他（ブラジル 5、イタリア、ドミニ

カ） 
７人 ７．６％ 

計 ９２人 １００．０％ 

 

  



 

   - 63 - 

 

～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問５：あなたが富里市での生活で困っていることや心配なことはありますか。 

回答５： 

生活での困りごと・心配ごと 回答数 割合 

言葉の伝達 ３３人 ３５．９％ 

日本語の理解 ３６人 ３９．１％ 

母国語の表示が少ない １１人 １２．０％ 

文化や習慣の違い ９人 ９．８％ 

住まい探し ６人 ６．５％ 

仕事探し ５人 ５．４％ 

災害・緊急時の対応 ６人 ６．５％ 

育児や子どもの教育 ５人 ５．４％ 

病気になったとき １３人 １４．１％ 

ゴミの出し方 １人 １．１％ 

市役所窓口で外国語が伝わらない ３人 ３．３％ 

公共施設の利用の仕方 ４人 ４．３％ 

地域や職場でのつきあい ２人 ２．２％ 

自分や家族の健康 ２人 ２．２％ 

その他（来庁した際に外国人支援員が不在

だった時１、税金１、未記入１） 
３人 ３．３％ 

特にない １５人 １６．３％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問６：あなたが富里市での生活で、困っていることや心配なことがあったときはどこに

相談しますか。 

回答６： 

困りごとや心配ごとの相談先 回答数 割合 

市役所 １４人 １５．２％ 

外国人支援窓口 １６人 １７．４％ 

会社や学校の人 ２１人 ２２．８％ 

日本にいる家族 ９人 ９．８％ 

母国にいる家族 ８人 ８．７％ 

ボランティア団体 ０人 ０．０％ 

同じ国出身の友人・知人 ３０人 ３２．６％ 

大使館・領事館 ３人 ３．３％ 

近くに住む日本人 ５人 ５．４％ 

日本人の友人・知人 １１人 １２．０％ 

相談する相手がいない ４人 ４．３％ 

その他（親戚１、日本の弁護士１、未記入

２） 
４人 ４．３％ 

無回答 ２人 ２．２％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問７：あなたは、生活に必要な情報をどこから入手していますか。 

回答７： 

生活に必要な情報の入手方法 回答数 割合 

インターネット ８４人 ９１．３％ 

新聞・雑誌 １人 １．１％ 

テレビ ９人 ９．８％ 

ラジオ １人 １．１％ 

行政の窓口・広報紙・ホームページ １人 １．１％ 

外国人支援窓口 １人 １．１％ 

会社・学校 ９人 ９．８％ 

日本人の友人・知人 ５人 ５．４％ 

同じ国出身の友人・知人 ９人 ９．８％ 

ボランティア団体 ０人 ０．０％ 

大使館・領事館 ０人 ０．０％ 

家族 １人 １．１％ 

その他（子どもの保護者１、答えがない

１） 
２人 ２．２％ 

無回答 ３人 ３．３％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問８：あなたが生活する中で知りたい情報は、次のうちどれですか。 

２つまで選んでください。 

回答８： 

知りたい情報 回答数 割合 

災害時など対応 １０人 １０．９％ 

相談窓口 ７人 ７．６％ 

生活にかかわる法律 ７人 ７．６％ 

日本語学習 ５５人 ５９．８％ 

仕事・就職 ２１人 ２２．８％ 

住宅 ０人 ０．０％ 

行政サービス ３人 ３．３％ 

子育て・教育 ５人 ５．４％ 

医療・福祉・保険 １３人 １４．１％ 

イベント ９人 ９．８％ 

市民活動・ボランティア ３人 ３．３％ 

その他（未記入２） ２人 ２．２％ 

無回答 ４人 ４．３％ 

計   

 

 

質問９：あなたは、大地震が起きたときに逃げる場所について、知っていますか。 

回答９： 

避難場所について 回答数 割合 

知っている・場所も分かる ２０人 ２１．７％ 

知っているが、場所は分からない １３人 １４．１％ 

知らない ５７人 ６２．０％ 

無回答 ２人 ２．２％ 

計 ９２人 １００．０％ 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問１０：富里市の公式ホームページが、多言語（英語、中国語、韓国語、タイ語、シン

ハラ語、タミル語、タガログ語、ベトナム語、ポルトガル語）で見ることがで

きます。知っていましたか。 

回答１０： 

市公式ホームページの多言語対応について 回答数 割合 

知っている・利用している（利用したこと

がある） 
１７人 １８．５％ 

知っているが、利用したことはない １６人 １７．４％ 

知らない ５６人 ６０．９％ 

無回答 ３人 ３．３％ 

計 ９２人 １００．１％ 

 

 

質問１１：外国人住民が、暮らしやすい富里市となるために、必要なことは、次のう 

ち、どれですか。 

回答１１： 

暮らしやすい富里市になるために必要なこと 回答数 割合 

外国人住民に対する支援体制の充実 ３９人 ４２．４％ 

外国語の案内表示を増やす  ３１人 ３３．７％ 

外国人住民のまちづくりへの参加 １５人 １６．３％ 

日本語や日本文化を学ぶ機会の充実 ２７人 ２９．３％ 

日本人住民の異文化理解  １５人 １６．３％ 

日本人住民の外国語学習支援 １４人 １５．２％ 

外国人住民と日本人住民との交流の場 １３人 １４．１％ 

その他（特にない１、未記入３） ４人 ４．３％ 

無回答 ５人 ５．４％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

３ 行政パートナーアンケート調査 

[調査概要] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 調査対象者 行政パートナー（市政協力者及び行政連絡協力者） 

２ 調査方法 行政パートナー回覧でのアンケート用紙（Google form QR コード付

き）の配布、アンケート用紙・Google form 

での回収 

３ 調査事項  

（１） 地域に外国人住民が住んでいるか 

（２） 地域に住んでいる外国人住民が区・自治会に加入しているか 

（３） 地域に住んでいる外国人住民の国籍の詳細 

（４） 地域に住んでいる外国人住民に関することで困っていることや意見等 

（５） 地域で行っている外国人住民に対する取組 

（６） 外国人住民も暮らしやすい富里市となるために、必要なこと 

（７） その他御意見等 

４ 調査期間 令和５年９月２７日から令和５年１０月１０日 

５ 回答者数  ８５人 

〇報告書の見方 

・「割合」は、各項目の回答数を回答総数で除し、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１までを表示。

このため、割合の合計が１００パーセントにならないことがある。 

・質問２から５までは質問１で「住んでいる」を選択した方のみ回答しています。 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問１：あなたの地域には、外国人住民は住んでいますか。 

回答１： 

 

 

 

 

 

 

 

質問２：質問１で「住んでいる」と回答した方に質問します。  

あなたの地域に住んでいる外国人住民は、区・自治会に加入していますか。 

回答２： 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

  

外国人の在住状況 回答数 割合 

住んでいる ６４人  ７５．３％ 

住んでいない １６人  １８．９％ 

わからない ５人  ５．９％ 

計 ８５人 １００．１％ 

区・自治会加入の有無 回答数 割合 

加入している ２５人 ３９．１％ 

加入していない ２２人 ３４．４％ 

加入している人もいれば、していない人も

いる 
１７人 ２６．６％ 

計 ６４人 １００．１％ 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問３：あなたの地域に住んでいる外国人住民の国籍を御存知ですか。（複数回答可） 

回答３： 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

国籍 回答数 割合 

フィリピン １４人 ２１．９％ 

ベトナム １１人 １７．２％ 

スリランカ ２５人 ３９．１％ 

中国 １９人 ２９．７％ 

韓国 １１人 １７．２％ 

タイ ８人 １２．５％ 

台湾 ５人 ７．８％ 

ネパール １人 １．６％ 

ペルー ４人 ６．３％ 

インドネシア １人 １．６％ 

ミャンマー １人 １．６％ 

モンゴル １人 １．６％ 

インド ２人 ３．１％ 

アメリカ ２人 ３．１％ 

カンボジア １人 １．６％ 

パキスタン ４人 ６．３％ 

わからない ２１人 ３２．８％ 

その他(国籍不明４、イラン２、フランス１、

ガーナ１、オーストラリア１、ウルグアイ

１、トルコ１、 

イギリス１） 

１２人 １８．８％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問４：あなたの地域で外国人住民に関することで困っていることや、地域住民から寄せ

られている意見は、次のうちどれですか。（複数回答可） 

回答４： 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問５：あなたの地域で行っている外国人住民に対する取組は、次のうちどれですか。 

回答５： 

外国人住民に対する取組 回答数 割合 

ゴミの出し方の多言語やイラスト等での表

示 
１１人 １７．２％ 

スマートフォン等の翻訳アプリを利用して

の説明 
 ４人 ６．３％ 

「やさしい日本語」で説明している 

※やさしい日本語とは外国人の方でもわか

るように、配慮した簡単な日本語のことで

す 

１２人 １８．８％ 

特に何もしていない ４１人 ６４．１％ 

その他 ９人 １４．１％ 

計   

 

  

地域で困っていること、寄せられる意見 回答数 割合 

ゴミの出し方 ２４人 ３７．５％ 

騒音 １７人 ２６．６％ 

日本語が伝わらない ２２人 ３４．４％ 

区・自治会の活動に参加しない １５人 ２３．４％ 

駐車・駐輪 １３人 ２０．３％ 

区・自治会費の支払いトラブル ８人 １２．５％ 

特にない ２３人 ３５．９％ 

無回答  １人 １．６％ 

その他 ３人 ４．７％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問６：外国人住民も暮らしやすい富里市となるために、必要なことは、次のうちどれで

すか。 

回答６： 

暮らしやすい富里市になるために必要なこと 回答数 割合 

外国人住民に対する支援 ４７人 ５５．３％ 

外国語の案内表示を ４５人 ５２．９％ 

外国人住民のまちづくりへの参加 １９人 ２２．４％ 

日本語や日本文化を学ぶ機会の充実 ３６人 ４２．４％ 

日本住民の異文化理解 ２０人 ２３．５％ 

日本人住民の外国語学習支援 １３人 １５．３％ 

外国人住民と日本人住民との交流の場 ３５人 ４１％ 

特になし １人 １．２％ 

その他 ５人 ５．９％ 

計   

 

 

質問７：その他御意見等一覧 

回答７： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

その他ご意見 回答数 割合 

外国人住民とのトラブル（住宅） ３人 ９．１％ 

外国人住民とのトラブル（騒音） ２人 ６．１％ 

外国人住民の交通ルール・自動車保険等 ３人 ９．１％ 

ゴミの分別  ３人 ９．１％ 

地域行事・自治会への参加促進 ３人 ９．１％ 

市の配布物（回覧等）の多言語化 ３人 ９．１％ 

外国人住民に対しての行政指導・サポート

等 

※日本文化・日本語、地域のルールを学ぶ

場の提供等 

７人 ２１．２％ 

その他 １５人 ４５．５％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

４ 高校生アンケート調査 

 [調査概要] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 富里市外国人住民アンケート調査     

 

  

１ 調査対象者 千葉県立富里高等学校生徒５６５人 

２ 調査方法 

アンケート用紙（Google form QR コード付き）を配布、アンケート用紙・Google 

formでの回収 

３ 調査事項  

（１） 住んでいる場所について 

（２） 外国人と関わる機会について 

（３） 外国人と関った際に、困ること 

（４） 地域に外国人が増えることでの、社会への影響について 

（５） 外国人と日本人の交流活動で関心があるものについて 

（６） 外国人住民も暮らしやすい富里市となるために、必要なこと 

（７） その他御意見等 

４ 調査期間 令和５年１０月１９日から令和５年１１月２０日 

５ 回答者数  ２５６人 

〇報告書の見方 

・「割合」は、各項目の回答数を回答総数で除し、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１までを表示。

このため、割合の合計が１００パーセントにならないことがある。 
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問１：あなたは、富里市に住んでいますか。 

回答１： 

富里市に住んでいるか 回答数 割合 

住んでいる １２２人 ４７．７％ 

住んでいない（成田市５２、八街市１２、

芝山町７、多古町５、佐倉市２、栄町１、

神崎町１） 

１３３人 ５２．２％ 

未回答 １人 ０．４％ 

計 ２５６人 １００．１％ 

 

 

質問２：あなたは外国人と関わる場面は、次のうちどれですか。 

回答２： 

外国人と関わる場面 回答数 割合 

学校 ９０人 ３５．２％ 

アルバイト先 ６６人 ２５．８％ 

友だち ５１人 １９．９％ 

近所 ３５人 １３．７％ 

外国人支援活動 １人 ０．４％ 

家族・親戚 １４人 ５．５％ 

地域のイベント ５人 ２．０％ 

ない ８３人 ３２．４％ 

その他 ８人 ３．１％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問３：質問２で「ない」以外の回答をした方にお聞きします。  

    外国人と関ったときに、困ったことは次のうちどれですか。 

回答３： 

関わったときに困ったこと 回答数 割合 

言葉が通じない ８３人 ５０．３％ 

コミュニケーションが取れない ６０人 ３６．４％ 

ニュアンスが通じなかった ２９人 １７．６％ 

文化や習慣の違い ２６人 １５．８％ 

特にない ４２人 ２５．５％ 

未回答 １人 ０．６％ 

計   

 

 

質問４：あなたは地域や学校などに外国人が増えることについて、 

    社会にどのような影響があると思いますか。  

回答４： 

社会への影響 回答数 割合 

外国の言葉や文化に触れる機会が増える １９４人 ７５．８％ 

社会に多様性が生まれる １４８人 ５７．８％ 

住環境や治安が悪くなるおそれがある ６６人 ２５．８％ 

ユニバーサルデザイン化が進む ５１人 １９．９％ 

地域の活動や助け合いが活発になる ３９人 １５．２％ 

人手不足を解消できる ７６人 ２９．７％ 

地域経済が活性化する ２７人 １０．５％ 

影響はないと思う １７人 ６．６％ 

その他 ２人 ０．８％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問５：外国人と日本人の交流活動や、外国人への活動支援で、あなたが関心のあるもの

は次のうちどれですか。 

回答５： 

外国人支援で関心のあるもの 回答数 割合 

外国人との交流目的のイベント（お祭り・

交流会） 
９１人 ３５．５％ 

外国の文化や習慣・風習などの体験 ８７人 ３４．０％ 

日本語ボランティアや通訳、外国人の言葉

のサポート等 
４６人 １８．０％ 

外国人の生活上の悩み事に対する相談 ２６人 １０．２％ 

多文化共生や国際理解・交流をテーマにし

た講座 
２６人 １０．２％ 

日本の文化や習慣・風習を外国人に教える ７９人 ３０．９％ 

関心はない ４８人 １８．８％ 

その他 ６人 ２．３％ 

無回答 １人 ０．４％ 

計   
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～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

質問６：外国人も暮らしやすい富里市となるために、必要なことは次のうち 

    どれですか 

回答６： 

暮らしやすい富里市になるために必要なこと 回答数 割合 

外国人に対する支援体制の充実 ７２人 ２８．１％ 

外国語の案内表示を増やす １４０人 ５４．７％ 

外国人のまちづくりへの参加 ４５人 １７．６％ 

日本語や日本文化を学ぶ機会の充実 ７４人 ２８．９％ 

日本人の異文化理解 ８１人 ３１．６％ 

日本人の外国語学習支援 ４７人 １８．４％ 

外国人と日本人の交流の場 ７６人 ２９．７％ 

影響はないと思う ８人 ３．１％ 

無回答 ６人 ２．３％ 

その他 ３人 １．２％ 

計   

 

 

質問７：御意見などがありましたら、記入してください。 

回答７： 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・日本語で書いてある看板などに英語や韓国語中国語などの翻訳が書いてある

と、海外から来た方もわかりやすい。 

・看板などをもっと設置するなどいいと思います。 

・治安の悪化を防いでほしい。 

・英語表記を増やし、抵抗感をなくすようにする。 
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〇富里市多文化共生推進本部設置要綱 

（設置） 

第１条 富里市における多文化共生社会の形成をあらゆる分野で総合的かつ効果的に推進

するため、富里市多文化共生推進本部（以下「推進本部」という。）を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 推進本部の所掌事務は、次に掲げる事項とする。 

（１）富里市多文化共生推進プランに関すること。 

（２）多文化共生の推進に係る総合調整に関すること。 

（３）その他多文化共生の推進に必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 推進本部は、本部長、副本部長及び本部員をもって組織する。 

２ 本部長は市長をもって充て、推進本部を主宰する。 

３ 副本部長は、副市長及び教育長をもって充て、本部長を補佐し、本部長に事故あると

き又は本部長が欠けたときは、本部長があらかじめ指定した副本部長がその職務を代行

する。 

４ 本部員は、別表第１に掲げる者をもって充てる。 

（会議） 

第４条 会議は、必要に応じて本部長が招集し、本部長がその議長となる。 

（多文化共生推進員連絡会） 

第５条 本部長は、各課等における連絡調整及び多文化共生に関する市職員の意識の向上

並びに各種施策の多文化共生への具体的な取組を推進するため、多文化共生推進員連絡

会（以下「連絡会」という。）を設置する。 

２ 連絡会は、別表第２に定める各課等の長から多文化共生推進員（以下「推進員」とい

う。）として推薦を受けた者をもって組織する。 

３ 連絡会は、必要に応じて総務部市民活動推進課長が招集し、その議長となる。 

４ 推進員が、都合により出席できない場合、所属課長が指名する代理者を出席させるこ

とができる。 

５ 推進員は、総務部市民活動推進課と連携を図り、所属する課等（以下「所属課」とい

う。）の職員の意見を取りまとめながら、次に掲げる事務を行う。 

（１）多文化共生社会の形成を推進するための各種事業に関する情報の共有及び庁内連携

並びに協力体制の確保に関すること。 

（２）研修会等への参加並びに所属課内における多文化共生に関する情報の周知及び啓発

に関すること。 

（３）所属課における多文化共生施策に係る取組の推進に関すること。 
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（４）その他多文化共生の推進に必要な取組に関すること。 

（多文化共生推進ワーキングチームの設置） 

第６条 本部長は、必要に応じて、連絡会の中に、多文化共生推進ワーキングチーム（以

下「ワーキングチーム」という。）を設置することができる。 

２ ワーキングチームは、総務部市民活動推進課協働推進班長の職にある者をリーダーと

して、各推進員から選出した者をもって組織する。 

３ ワーキングチームは、その会議、活動等の経過、結果等を連絡会に報告するものとす

る。 

（関係者の出席） 

第７条 本部長は、必要に応じて、本部員以外の者を会議に出席させ、意見を聴取し、又

は資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第８条 推進本部の庶務は、総務部市民活動推進課において処理する。 

（補則） 

第９条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、本部長が別に定める。 

附則 

この要綱は、令和５年７月２１日から施行する。 

 

別表第１（第３条関係） 

富里市多文化共生推進本部員 

消防長 総務部長 企画財政部長 健康福祉部長 経済環境部長 都市建設部長 教育

部長 総務課長 広報情報課長 防災課長 市民課長 市民活動推進課長 経営戦略課

長 財政課長 課税課長 納税課長 社会福祉課長 生活支援課長 子育て支援課長 

高齢者福祉課長 国保年金課長 健康推進課長 農政課長 商工観光課長 環境課長 

建設課長 都市計画課長 上下水道課長 会計課長 議会事務局長 監査委員事務局長 

農業委員会事務局長 教育総務課長 学校教育課長 生涯学習課長 図書館長 消防総

務課長 予防課長 消防署長 

 

別表第２（第５条関係） 

多文化共生推進員課等名 選任数 

総務課 １人 

広報情報課 １人 

防災課 １人 

市民課 １人 

市民活動推進課 １人 
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経営戦略課 １人 

財政課 １人 

課税課 １人 

納税課 １人 

社会福祉課 １人 

生活支援課 １人 

子育て支援課 １人 

高齢者福祉課 １人 

国保年金課 １人 

健康推進課 １人 

農政課 １人 

商工観光課 １人 

環境課 １人 

建設課 １人 

都市計画課 １人 

上下水道課 １人 

会計課 １人 

議会事務局 １人 

監査委員事務局 １人 

農業委員会事務局 １人 

教育総務課 １人 

学校教育課 １人 

生涯学習課 １人 

図書館 １人 

消防総務課 １人 

予防課 １人 

消防署 １人 
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〇富里市協働のまちづくり条例 

目次 

前文 

第１章 総則（第１条―第３条） 

第２章 市民の権利、役割及び市の責務（第４条―第６条） 

第３章 地域コミュニティの役割等（第７条―第１０条） 

第４章 協働によるまちづくり（第１１条―第１４条） 

第５章 市政への参画（第１５条―第１７条） 

第６章 協働のまちづくり推進委員会（第１８条―第２０条） 

第７章 条例の尊重及び見直し（第２１条・第２２条） 

第８章 雑則（第２３条） 

附則 

明治２２年富里村が誕生して以来、先人のたゆまぬ努力により育まれた富里が、更に心

豊かで愛着のある市へと発展し、次代に引き継がれて行くことが、富里市で共に暮らし、

働き、学ぶ、私たち市民の願いです。 

そのためには、まず、私たち市民が、自らまちづくりに参加することが必要です。 

この条例にこめられた思いを、市民と市が共有するところから協働のまちづくりは始ま

ります。協働のまちづくりは、市民と市が互いに負担を求め合うものであってはなりませ

ん。 

市民の自主性が尊重され、市民と市が互いを理解しながら目的を共有し、市民相互及び

市民と市の連携・協力をもって、協働によるまちづくりを推進します。 

そして、富里市で活動するすべてのものが、信頼と協力という「絆」を育み、市民の地

域活動への参加を容易にし、市民活動を広げ、自発的にまちづくりを考え、更には市の施

策に参画し、市と共にまちづくりを進めます。 

富里市協働のまちづくり条例は、その環境を形付け、富里市で活動するものの権利や役

割などを定める基本的なルールです。 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、協働によるまちづくりを推進するための基本的な事項を定めるとと

もに、まちづくりの主体となる者の役割を明らかにし、それぞれが共に考え、協力し、

及び行動し、もって個性豊かで活力のある自立した地域社会の実現を図ることを目的と

する。 

（用語の定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定める
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ところによる。 

（１）協働 市民、地縁による団体、市民活動団体及び事業者（以下「市民等」という。）

並びに市が、相互に相手の特性を理解し、尊重し、共通の目的に向かい、責任及び役

割分担を明確にし、共に取り組むことをいう。 

（２）まちづくり 住み良い豊かな地域社会をつくるための取組をいう。 

（３）市民 市内に居住する者のほか、市内で働く者及び学ぶ者をいう。 

（４）地縁による団体 地域住民が自主的に参加し、その総意及び協力により住み良い地

域社会をつくることを目的として構成された集団をいう。 

（５）市民活動団体 市民活動を組織的かつ継続的に行う団体をいう。 

（６）事業者 市内において営利を目的とする事業を行う個人又は法人をいう。 

（７）市 市長その他市の執行機関をいう。 

（８）市民活動 市内で行われる市民等による自主的な社会貢献活動で、公益の増進に寄

与することを目的とする活動をいう。ただし、次のいずれかに該当するものを除く。 

ア 宗教の教義を広め、儀式行事を行い、及び信者を教化育成することを主たる目的

とする活動 

イ 政治上の主義を推進し、支持し、又はこれに反対することを主たる目的とする活

動 

ウ 特定の公職(公職選挙法(昭和２５年法律第１００号)第３条に規定する公職及び

選挙運動に関し同法の規定が準用される公職をいう。以下同じ。)の候補者(当該候

補者になろうとする者を含む。)若しくは特定の公職にある者又は政党を推薦し、

支持し、又はこれらに反対することを目的とする活動 

（９）地域コミュニティ 地縁による団体、市民活動団体及び事業者をいう。 

（基本原則） 

第３条 市民等及び市は、次に掲げる基本原則を踏まえ、協働によるまちづくりを推進す

るものとする。 

（１）相互に目的を理解し、目的意識を共有すること。 

（２）相互に対等な立場で、自主性を尊重すること。 

（３）相互の特性及び役割を理解し、協力すること。 

（４）相互に必要な情報を提供し、共有すること。 

（５）相互の役割は、自助、共助及び公助に基づき、課題解決にふさわしいあり方で果た 

すこと。 

第２章 市民の権利、役割及び市の責務 

（市民の権利） 

第４条 市民は、まちづくりに参加する権利を有する。 

２ 市民は、市政に対し意見を提言する権利を有する。 
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３ 市民は、市の保有するまちづくりに関する情報を知る権利を有する。 

４ 市民は、まちづくりに参加しないことを理由に不利益な扱いを受けること、又は参加

を強制されることはない。 

（市民の役割） 

第５条 市民は、自らがまちづくりの主体であることを認識し、地域社会に関心を持ち、

自らができることを考え、積極的にまちづくりに参加するよう努めるものとする。 

２ 市民は、自らが地縁による団体の担い手であることを認識し、その活動への理解を深

め、自主的に参加し、又は協力するよう努めるものとする。 

３ 市民は、市民活動への理解を深め、その活動に自主的に参加し、又は協力するよう努

めるものとする。 

（市の責務） 

第６条 市は、協働によるまちづくりの推進に資する基本的かつ総合的な施策を策定し、

実施するものとする。 

２ 市は、協働によるまちづくりが円滑に推進されるよう、富里市情報公開条例（平成１

３年条例第２号）にのっとり、必要な情報を積極的に提供するとともに、市民に分かり

やすく機能的かつ効果的な組織運営に努めなければならない。 

３ 市長は、市職員に対して協働によるまちづくりに関する研修等を実施し、市職員がそ

の重要性の認識を深めるよう努めなければならない。 

４ 市職員は、自らの職務遂行能力の向上のための自己啓発に努めるとともに、市民等と

の協働の視点に立ち、市民等との信頼関係の向上に努めなければならない。 

第３章 地域コミュニティの役割等 

（地縁による団体の役割） 

第７条 地縁による団体は、地域住民のつながりを強くするとともに、地域の課題解決に

向けて計画的に取り組み、安心、安全で住み良い地域づくりに努めるものとする。 

２ 地縁による団体は、様々なまちづくりの主体と交流し、及び連携し、協働によるまち

づくりの推進に努めるものとする。 

（市民活動団体の役割） 

第８条 市民活動団体は、市民活動の持つ社会的意義を自覚するとともに、自らの持つ知

識、専門性等を生かし、まちづくりに貢献するよう努めるものとする。 

２ 市民活動団体は、積極的に情報提供を行い、活動の輪を広げるとともに、自らの活動

内容が市民等に理解されるよう努めるものとする。 

３ 市民活動団体は、様々なまちづくりの主体と交流し、及び連携し、協働によるまちづ

くりの推進に努めるものとする。 

（事業者の役割） 

第９条 事業者は、地域社会の一員として、地域社会との調和を図るとともに、公共的又
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は公益的な活動に協力し、協働によるまちづくりの推進に寄与するよう努めるものとす

る。 

（地域コミュニティの連携と協力） 

第１０条 地域コミュニティは、協働によるまちづくりを推進するために、相互に対等な立

場で連携と協力に努めるものとする。 

第４章 協働によるまちづくり 

（協働によるまちづくりの推進) 

第１１条 市民等及び市は、地域に即した課題解決のため、相互に特性を活かし合い、補完

し合いながら、協働によるまちづくりを積極的に推進するよう努めるものとする。 

（協働の環境づくり）  

第１２条 市民等及び市は、協働によるまちづくりを推進するため、活動の場及び交流の場

の整備等必要な環境づくりに努めるものとする。 

（担い手づくり) 

第１３条 市民等及び市は、まちづくりの担い手の発掘及び育成に努めるものとする。 

２ 地域コミュニティ及び市は、市民に体験及び学習の機会を提供するよう努めるものと

する。 

 (情報の提供及び共有) 

第１４条 市民等及び市は、協働によるまちづくりを推進するため、相互にまちづくりに関

する情報を分かりやすく提供することにより、その情報の共有に努めるものとする。た

だし、情報の提供及び共有に当たっては、市民等の権利及び利益を侵害しないよう配慮

しなければならない。 

第５章 市政への参画 

（政策形成過程への参画) 

第１５条 市民は、市の総合計画その他基本的な計画の立案から評価に至る過程において参

画することができる。 

２ 市は、市民が市政に参画する権利を保障するため、参画機会の確保に努めなければな

らない。 

３ 市は、市民の意思が適切に反映されるよう、行政運営を行わなければならない。 

 (市民参画の方法) 

第１６条 市は、市の総合計画その他基本的な計画を策定するときは、パブリックコメント

(市が基本的な計画の策定に当たり、事前に案を公表し、市民その他規則で定めるものの

意見を求める手続をいう。)を実施するものとする。 

２ 市は、前項の規定により提出された意見に対する市の考え方を原則として公表しなけ

ればならない。 

３ 市は、市の総合計画その他基本的な計画を策定するときは、第１項に規定するものの
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ほか、次に掲げる事項のうち一以上を実施するものとする。 

（１）説明会の開催 

（２）アンケート調査の実施 

（３）ワークショップの開催 

（４）意見交換会等の開催 

（５）審議会等の設置 

（６）その他市長が必要と認めること 

（附属機関等の委員) 

第１７条 市は、附属機関等(地方自治法(昭和２２年法律第６７号)第１３８条の４第３項

の規定により設置する審議会その他の附属機関及びこれに類する合議制の組織をいう。

次項において同じ。)の委員に市民を選任するときは、原則として、その全部又は一部を

公募により選考しなければならない。 

２ 市は、附属機関等の委員を選任するときは、男女比率、年齢構成、地域性等を考慮し、

幅広い分野から人材を登用することにより、市民の多様な意見が反映されるよう努めな

ければならない。 

第６章 協働のまちづくり推進委員会 

（協働のまちづくり推進委員会) 

第１８条 市長は、この条例の実効性を高めるため、地方自治法第１３８条の４第３項の規

定に基づき、富里市協働のまちづくり推進委員会(以下この章において「委員会」とい

う。)を設置する。 

  (所掌事務) 

第１９条 委員会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項を審議し、市長に答申するものと

する。 

（１）この条例の適切な運用に関すること。 

（２）この条例の見直しに関すること。 

（３）その他市長が必要と認めること。 

２ 委員会は、前項に定めるもののほか、協働によるまちづくりに関し、次に掲げる事項

について検証し、審議し、又は提言することができる。 

（１）協働によるまちづくりに係る推進施策に関すること。 

（２）市民活動の促進に係る施策に関すること。 

（３）市政への参画に係る推進施策に関すること。 

（４）その他委員会が必要と認めること。 

 (組織) 

第２０条 委員会は、委員１５人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 
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（１）市民のうちから公募により選任した者 

（２）地域コミュニティ関係者 

（３）有識者 

（４）その他市長が必要と認める者 

３ 委員の任期は、２年とし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。ただし、

再任を妨げない。 

第７章 条例の尊重及び見直し 

（条例事項の尊重) 

第２１条 この条例は、協働によるまちづくりの基本原則であり、市民等及び市は、この条

例で定める事項を尊重するものとする。 

 (条例の見直し) 

第２２条 この条例は、必要に応じ、見直しを行うものとする。 

第８章 雑則 

（委任) 

第２３条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に

定める。 

附 則 

この条例は、平成２２年４月１日から施行する。 

 

 

  



 

   - 87 - 

 

～互いの文化・習慣等を理解・尊重し合い全ての市民が幸せに暮らせる富里～ 

〇用語解説（五十音順） 

用語 解説 

ＩＣＴツール 
情報通信技術を活用して業務を効率化し、コミュニケーショ

ンをスムーズに行うための手段、方法。 

ウエルカムデスク機能 
富里市に転入する外国人市民に対し、富里市で生活する上で

基本的となる情報の提供等を行う機能。 

永住者 在留資格の一つ。法務大臣が永住を認める者。 

外国人雇用管理アドバイザー 

厚生労働省が、「外国人労働者の雇用管理の改善等に関して

事業主が適切に対処するための指針」に基づき、各都道府県

に設置。外国人労働者の雇用管理の改善や職業生活上の問題

などについて、各事業所の実態に応じた相談・指導を行う。 

外国人支援窓口（富里市外国

人支援窓口） 

富里市に在住する外国人等に対し、日常生活に関する相談、

情報提供、案内等の支援を行う窓口。 

家族滞在 

在留資格の一つ。特定の在留資格をもって在留する者の扶養

を受ける配偶者又は子として行う日常的な活動。（例：配偶

者、子等の扶養家族） 

技術・人文知識・国際業務 

在留資格の一つ。日本の公私の機関との契約に基づいて行う

理学、工学その他の自然科学の分野若しくは法律学、経済

学、社会学その他の人文科学の分野に属する技術若しくは知

識を要する業務又は外国の文化に基盤を有する思考若しくは

感受性を必要とする業務に従事する活動。（例：機械工学等

の技術者、通訳、デザイナー） 

技能実習１号ロ 

在留資格の一つ。技能実習法上の認定を受けた技能実習計画

（第一号団体監理型技能実習に係るものに限る。）に基づい

て，講習を受け，及び技能等に係る業務に従事する活動。

（在留期間は１年を超えない範囲で指定された期間） 

技能実習２号ロ 

在留資格の一つ。技能実習法上の認定を受けた技能実習計画

（第二号団体監理型技能実習に係るものに限る。）に基づい

て技能等を要する業務に従事する活動。（在留期間は２年を

超えない範囲で指定された期間） 

行政パートナー 
市と区及び自治会組織の協働により、地域課題を共有し、そ

の解決に向け連携して取り組み、地区及び市政の円滑な運営
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と行政能率向上を図るために設置する、「市政協力者」と

「行政連絡協力者」の総称。 

在留外国人 
外国人登録者のうち、中長期在留者としての在留資格をもっ

て在留する者及び特別永住者。 

在留資格 

出入国管理及び難民認定法（以下「入管法」という）で定め

られている、外国人が日本に滞在し何らかの活動を行うため

に必要な資格。活動の種類ごとに２９種類がある。 

三者間通話 

出入国在留管理庁が実施する、日本語での会話が難しい外国

人の電話対応時、通訳オペレーターの通訳を介し、通話を行

うサービス。 

自主防災組織 災害に備え、地域住民が連携し、防災活動を行う組織。 

市民活動団体 市民が公益的な目的を持って自主的に活動する団体。 

初期指導教室 

日本語や日本文化が分からない外国人児童・生徒・保護者等

を対象に、スムーズに学校生活になじめるよう、日本語指導

等を行う教室。 

生活オリエンテーション 
外国人が日本の社会で生活する上で必要な、生活上のルール

や法令制度等についての情報提供。 

多言語音声翻訳機器 
音声やテキストで複数の言語を翻訳するタブレット端末等の

電子機器。 

ダブルリミテッド 
２つ以上の言語を話すことができるが、生活等の環境によ

り、どの言語も年齢に相応したレベルに達していないこと。 

多文化共生 

国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的ちがいを認め

合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員と

して共に生きていくこと。 

地縁による団体 
区や自治会等、町又は字の区域その他市町村内の一定の区域

に住所を有する者の地縁に基づいて形成された団体。 

定住者 
在留資格の一つ。法務大臣が特別な理由を考慮し、一定の在

留期間を指定して居住を認める者。 

特定技能１号 

在留資格の一つ。日本の公私の機関との契約に基づいて行う

特定産業分野に属する相当程度の知識又は経験を必要とする

技能を要する業務に従事する活動。（例：介護、自動車整

備、農業、飲食料製品製造業） 

富里市協働のまちづくり推進

委員会 

市が行う協働のまちづくりを推進するための取組を市民目線

で審議する機関。 
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日本人の配偶者等 
在留資格の一つ。日本人の配偶者、日本人の子として出生し

た者等。 

包摂性 一定の中に包み込む、受け入れること 

やさしい日本語 
やさしい日本語は、難しい言葉を言い換えるなど、相手に配

慮したわかりやすい日本語。 

友好都市 

文化交流や親善を目的として地方政府同士の関係のこと。富

里市は台湾頭份市と平成２９年４月１７日に友好都市を締結

した。 

ユニバーサル化 
性別、国籍、障害の有無等に関わらず、すべての人にとって

使いやすくすること。 

留学 
在留資格の一つ。日本の大学，高等専門学校，高等学校、中

学校、小学校、特別支援学校等において教育を受ける活動。 
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